
ジェイクおじいちゃんの お話
はなし

シリーズ

ダッグスと ディー

積
せっ

極
きょく

思
し

考
こう

建
けん

設
せつ

会
がい

社
しゃ

　ジェイクおじいちゃんは 口
くち

笛
ぶえ

を ふきながら、
トリスタンを むかえに 学

がっ

校
こう

まで 行
い

く ところでした。
校
こう

門
もん

に 近
ちか

付
づ

くと、２
ふたり

人の 子
こ

どもたちが 大
おお

声
ごえ

で 
言
い

い争
あらそ

って いるのが 聞
き

こえて きました。声
こえ

は、
校
こう

庭
てい

の 方
ほう

から してきます。

　（おやまあ。どうやら トリスタンの ようだ。
一
いっ

体
たい

 どうしたのか、見
み

に 行
い

かないと。）と、
おじいちゃん。

　急
いそ

いで 校
こう

庭
てい

に 行
い

って みると、トリスタンと 
デリックが 校

こう

庭
てい

の 遊
ゆう

具
ぐ

の 上
うえ

で 言
い

い合
あ

いを 
していました。

　「一
いっ

体
たい

、どう したんだい？」と、おじいちゃんが 
よびかけました。２

ふたり

人は 言
い

い争
あらそ

うのに 夢
む

中
ちゅう

で、
おじいちゃんの 声

こえ

が 聞
き

こえません。いつまでも 
言
い

い合
あ

いを 続
つづ

けています。

　「２
ふたり

人とも！・・・」　おじいちゃんが 言
い

い終
お

わる 
前
まえ

に、デリックが トリスタンを おしました。
トリスタンは 遊

ゆう

具
ぐ

の タワーと つながっている 
橋
はし

の ふちに 立
た

って いましたが、よろめいて 
しまいました。

　「手
て

すりに つかまるんだ！」　そう 言
い

いながら、
ジェイクおじいちゃんが かけつけて、トリスタンが 
落
お

ちないように ささえました。



　「ああっ！　落
お

ちなくて よかった。」　デリックは 
心
しん

配
ぱい

そうに 言
い

いました。

　トリスタンは、だまって タワーから 下
お

りて 来
き

ました。

　ジェイクおじいちゃんは、２
ふたり

人を 校
こう

庭
てい

の 外
はず

れに 
ある ベンチに すわらせ、たずねました。「一

いっ

体
たい

、
どう したんだ？　話

はな

して くれるかい？」

　すると、デリックが 「ごめんなさい。」と 言
い

って、
泣
な

き始
はじ

めました。トリスタンも 泣
な

き始
はじ

めました。

　「２
ふたり

人とも、悪
わる

かったと 思
おも

って いるんだね。だけど、
分
わ

かるかな。言
い

い争
あらそ

っても 問
もん

題
だい

が 片
かた

付
づ

く わけじゃ 
ない。トリスタンは、もう少

すこ

しで 橋
はし

から 落
お

ちる 
ところだったんだ。もし 落

お

ちたら、大
おお

ケガを してた
だろうよ。」と、ジェイクおじいちゃん。

　「おじいちゃん、助
たす

けて くれて、ありがとう。」と、
トリスタン。

　「間
ま

に 合
あ

って、よかったよ。さあてと。お前
まえ

たちが 
この 教

きょう

訓
くん

を 覚
おぼ

えている 助
たす

けに なる ことが あるかも 
しれない。」

　「お話
はなし

を して くれるの？」　デリックが 期
き

待
たい

して 
たずねました。

　「そうだよ。今
きょう

日、お前
まえ

たちに 起
お

こったのと、
にたような お話

はなし

だ。」



　油
ゆ

圧
あつ

ショベルカーと ダンプカーが ガタゴトと、
でこぼこの 工

こう

事
じ

現
げん

場
ば

に 向
む

かって いました。公
こう

園
えん

を 
造
つく

るために、地
じ

面
めん

を 平
たい

らに ならす 仕
し

事
ごと

を 
与
あた

えられたのです。

　ダンプカーの ディーは 土
ど

砂
しゃ

の 山
やま

に 向
む

かいながら、
ため息

いき

を つきました。日
ひ

の じりじり 照
て

り付
つ

ける 暑
あつ

い 
中
なか

で、１日
にち

中
じゅう

、土
ど

砂
しゃ

を 運
はこ

びながら 行
い

ったり 来
き

たりする 
仕
し

事
ごと

は 楽
たの

しい ものでは ありません。その一
いっ

方
ぽう

、
油
ゆ

圧
あつ

ショベルカーの ダッグスは、この 仕
し

事
ごと

を 楽
たの

しんで
いました。出

で

来
き

上
あ

がったら どんなに すてきな 公
こう

園
えん

に 
なるだろうと、今

いま

から もう、思
おも

いを めぐらして 
いるのです！

　「さあ、始
はじ

めようか。左
ひだり

側
がわ

の はしから 始
はじ

めて、
右
みぎ

側
がわ

に 向
む

かって 進
すす

めたら いいね。」　ダッグスは 
陽
よう

気
き

に 言
い

いました。

　「はいはい。」　ディーは ぶつぶつ 言
い

いながら、
ダッグスが 土

ど

砂
しゃ

を のせられる 位
い

置
ち

まで バックしました。

　「じゃあ、行
い

くよ。」　ダッグスは そう 言
い

うと、
バケットいっぱいに すくい上

あ

げた 土
ど

砂
しゃ

を、ディーの 
荷
に

台
だい

に 下
お

ろしました。

　ディーは 思
おも

わず、うめき声
ごえ

を あげました。「今
いま

は 
もう それで 十

じゅう

分
ぶん

だ。土
ど

砂
しゃ

を 下
お

ろして くるよ。」

工
こう

事
じ

中
ちゅう

この 企
き

画
かく

、

楽
たの

しみだなあ！

また、土
ど

砂
しゃ

を 

 運
はこ

ぶのかあ・・・



　「だけど、荷
に

台
だい

には まだ 半
はん

分
ぶん

しか のって ないよ。」
と、ダッグスが 言

い

いました。

　「それでも、ぼくには もう いっぱいなんだ。」　
そう 言

い

うと、ディーは ガタガタと 音
おと

を 立
た

てながら、
まもなく 公

こう

園
えん

に なる 工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

の 外
はず

れに 土
ど

砂
しゃ

を 
下
お

ろしに 行
い

きました。ところが、荷
に

台
だい

の ラッチが 
きちんと 閉

し

まって いなかったために、でこぼこした 
地
じ

面
めん

で ゆれるたびに、荷
に

台
だい

から 土
ど

砂
しゃ

が こぼれ、
通
とお

った 後
あと

に 点
てん

々
てん

と 土
ど

砂
しゃ

の 小
こ

山
やま

が できて しまいました。

　ディーが もどって来
き

た 時
とき

、ダッグスは むくれて 
いました。「ディー、君

きみ

は ぼくに ２倍
ばい

の 仕
し

事
ごと

を 
させる 気

き

かい。君
きみ

が 落
お

としていった 土
ど

砂
しゃ

を、
また すくい上

あ

げなくちゃ いけないじゃ ないか！」

　「ぼくの 荷
に

台
だい

に ちゃんと 下
お

ろさなかったんじゃ 
ないのかい。ってことは、君

きみ

の せいかもよ。」

　「そりゃ ないぜ！」　ダッグスは 腹
はら

が 立
た

って
きました。

　「なあ、ダッグス。ぼくは 今
いま

まで ずっと、何
なん

でも 
君
きみ

の 言
い

う 通
とお

りに してきたんだ。もう うんざりだよ。
他
ほか

の やり方
かた

だって あると 思
おも

うんだがね。」

　「そうなのかい？　じゃあ、なんで 言
い

わなかったん
だい？」　ダッグスが たずねました。



　「う～ん・・・。言
い

う 気
き

分
ぶん

じゃ なかったのさ。」　ディーは 
言
こと

葉
ば

に つまりました。

　「とにかく、ぼくは 公
こう

園
えん

造
づく

りは 前
まえ

にも やった ことが あるから、
やり方

かた

は 分
わ

かってるんだよ。」と、ダッグスが どなりました。

　「そんな こと ないさ。ただ、君
きみ

の ほうが ぼくより すぐれて 
いるって、思

おも

ってるだけだろ。」

　「でも、本
ほん

当
とう

に そうなのかもよ。」

　「じょうだんじゃ ない！」　ディーは ふきげんそうに 
言
い

いました。

　こんな 言
い

い争
あらそ

いを しながら、ダッグスは ディーの 荷
に

台
だい

に 
土
ど

砂
しゃ

を 運
はこ

んでいました。ところが、ダッグスが アームを 持
も

ち上
あ

げ、
バケットいっぱいに 入

はい

った 土
ど

砂
しゃ

を ディーの 荷
に

台
だい

に 下
お

ろした 
しゅんかん、ディーは 腹

はら

立
だ

ちまぎれに うなり声
ごえ

を 上
あ

げて、
にげて しまいました。おかげで、大

たい

量
りょう

の 土
ど

砂
しゃ

が 地
じ

面
めん

に 落
お

ちて
しまいました。

　ディーは 大
おお

笑
わら

いです。

　「何
なん

て ことを するんだよ。」と、ダッグス。

　「そこに 土
ど

砂
しゃ

を 下
お

ろした ほうが いいんじゃ ないかと 思
おも

った
のさ。ぼくの 荷

に

台
だい

に のせるよりはね。それにな、今
いま

 ぼくの 
荷
に

台
だい

に のってる 土
ど

砂
しゃ

は、こっちに 下
お

ろした ほうが いいと 思
おも

う。」

　そう 言
い

うと ディーは、たった今
いま

、ダッグスが 土
ど

砂
しゃ

を 
きれいに すくい上

あ

げたばかりの 場
ば

所
しょ

まで バックして、荷
に

台
だい

を 
かたむけました。すると、荷

に

台
だい

に のっていた 土
ど

砂
しゃ

が 全
ぜん

部
ぶ

、
地
じ

面
めん

に 落
お

ちてしまいました。



　「いい加
か

減
げん

に してくれよ！　君
きみ

には もう、うんざりだ！」
ダッグスは アームを 下

お

ろし、土
ど

砂
しゃ

を 落
お

として 笑
わら

っている 
ディーに 向

む

かって さけびました。

　ダッグスは ディーに 突
とっ

進
しん

し、落
お

ちた 土
ど

砂
しゃ

を すくい上
あ

げて 
ディーの 荷

に

台
だい

に もどそうと しましたが、ディーは 荷
に

台
だい

を 
かたむけたままなので、何

なに

も できません。ダッグスは 非
ひ

常
じょう

に
腹
はら

を 立
た

て、少
すこ

し バックしてから、またもや ディーに 
突
とっ

進
しん

しました。ただ、今
こん

度
ど

は バケットを ディーの 荷
に

台
だい

の 
下
した

に 入
い

れて、荷
に

台
だい

ごと 持
も

ち上
あ

げ始
はじ

めました。

　車
しゃ

体
たい

が 前
まえ

のめりに なったので、ディーは 大
おお

あわてです。

　「やめてくれ！　やめてくれったら！　ひっくり返
かえ

るじゃ 
ないか。」と、ディーは さけびました。

　「そこの ２台
だい

、いい加
か

減
げん

に するんだ。」　監
かん

督
とく

さんが 
さけびました。「ダッグス、ディーを 下

お

ろしなさい！」

　「君
きみ

たちには、ここから 土
ど

砂
しゃ

を どけて、地
じ

面
めん

を 平
たい

らに 
するようにと 言

い

わなかったか？」と、監
かん

督
とく

さん。

　「はい。」　２台
だい

は、蚊
か

の 鳴
な

くような 声
こえ

で 返
へん

事
じ

しました。

　「じゃあ、一
いっ

体
たい

 どうして その 仕
し

事
ごと

を していないんだ？」

　「仕
し

事
ごと

の やり方
かた

で 意
い

見
けん

が 合
あ

わなかったんです。」と、
ディー。



　「君
きみ

たちが 協
きょう

力
りょく

して この 仕
し

事
ごと

に 当
あ

たらないなら、仕
し

事
ごと

は
はかどらないし、つまりは、もっと 長

なが

いこと 働
はたら

かなくては 
ならなく なるって ことだ。それで いいのかね？」

　「いいえ。」　ディーと ダッグスが 答
こた

えました。

　「君
きみ

たちは、どうやって この 仕
し

事
ごと

を 終
お

わらせるか、
ちゃんと 話

はな

し合
あ

いなさい。分
わ

かったね？」

　「はい。」

　ダッグスと ディーは ちょっと 話
はな

し合
あ

って、いったん 
やり方

かた

を いっしょに 決
き

めると、２台
だい

は 満
まん

足
ぞく

そうに 
働

はたら

き始
はじ

め、協
きょう

力
りょく

して 仕
し

事
ごと

を 終
お

えたのでした。

　太
たい

陽
よう

が しずみかけると、監
かん

督
とく

さんが 様
ようす

子を 見
み

に やって
来
き

ました。「これは これは、感
かん

心
しん

したなあ！　思
おも

ったより、
早
はや

く 終
お

わったじゃ ないか。それに、こんなに 最
さい

高
こう

の 仕
し

事
ごと

を
見
み

るのは、久
ひさ

しぶりだ。君
きみ

たちが 問
もん

題
だい

を うまく 解
かい

決
けつ

して
くれて、うれしいよ。」

　「ぼくたちもです。」と、ダッグス。

　「明
あし

日
た

の 朝
あさ

も また、よろしく 頼
たの

むよ。まだ やらなくては 
いけない 仕

し

事
ごと

が あるからね。協
きょう

力
りょく

して ちゃんと 仕
し

事
ごと

を 
こなせる 良

よ

い チームが いてくれると、助
たす

かるよ。」と、
監
かん

督
とく

さん。

　「お安
やす

いごようです。」　ディーと ダッグスが 言
い

いました。
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　「いい お話
はなし

だね、おじいちゃん。デリックと ぼくも、
けんかなんか しないで、ちゃんと 問

もん

題
だん

を 解
かい

決
けつ

するべきだったね。」
と、トリスタンが 言

い

いました。

　「そうだね。けんかしたり 言
い

い争
あらそ

っても、何
なに

も 解
かい

決
けつ

しない。だけど、
ちゃんと 話

はな

し合
あ

えば、問
もん

題
だい

を 解
かい

決
けつ

するのは そんなに むずかしい 
ことじゃ ないって、分

わ

かるだろうよ。」と、ジェイクおじいちゃん。

　そこへ、デリックの お母
かあ

さんが 来
き

ました。「あら、そこに 
いたのね、デリック。さがしてたのよ。」

　「ジェイクおじいちゃんが お話
はなし

を してくれてたの。」と、
デリック。

　「まあ、よかったわね。ありがとう、ジェイクおじいちゃん。
デリック、帰

かえ

り道
みち

で その お話
はなし

を 聞
き

かせてね。」と、デリックの 
お母

かあ

さんが 言
い

いました。

　「うん。じゃあね、トリスタンと ジェイクおじいちゃん。」　
そう 言

い

って、デリックは 手
て

を ふりました。「また 明
あした

日、学
がっ

校
こう

でね。」

　「明
あした

日は、デリックの 遊
あそ

びたい ことを して 遊
あそ

ぶよ。」　
トリスタンは デリックに そう 言

い

って、別
わか

れました。

　デリックが 行
い

ってしまうと、おじいちゃんが 言
い

いました。
「やさしいんだね、トリスタン。じゃあ、帰

かえ

ろうか。」

　「うん。」

 教
きょう

訓
くん

：意
い

見
けん

が 合
あ

わない ときは、愛
あい

を もって、
問
もん

題
だい

を 解
かい

決
けつ

しよう。ちゃんと 話
はな

し合
あ

うなら、意
い

見
けん

の 
食
く

いちがいを なくし、問
もん

題
だい

を 解
かい

決
けつ

する ことが できるよ。
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